
2023年2月号 2023年2月号は、
情勢記事、青商会活動記事、朝青
企画、中央からのお知らせをお伝
えいたします。

2023年の朝鮮半島情勢を展望する
◇2022年は朝鮮にとってどのような年
だったのか

2022年の北東アジア国際情勢を俯瞰し
てみよう。
米国・バイデン政権は、「一国主義」

を貫く対外政策を敷いた。中国に照準を
定めたインド太平洋戦略、ロシアの徹底
的弱体化を狙う対ウクライナ支援政策を
背景に、米ソ冷戦当時を彷彿させる緊張
が続き、それは地政学的に北東アジアの
中心部に位置する朝鮮半島情勢にも否応
なく影響を及ぼした。
朝鮮は、2022年を「前代未聞のあらゆ

る挑戦と脅威に満ちた年」「有史以来最
大の試練の年」だったと総括した。（党
中央委員会第8期第6回総会拡大会議）

その中でこそ、国の核武力政策を法制
化し、国家の戦略的地位を全世界に明白
に刻印させなければならなかったのであ
る。世界政治構図の変化を主導する見地
を持つこと、ここに、国家発展の軌道を
新たな高みに引き上げるカギがあると見
たのである。
朝鮮の国是である自主を貫くためには、

アメリカ主導の『一国主義』政策を打開
せねばならず、それは朝鮮半島を中心と
する北東アジアにて具体的行動として示
されている。米・日・韓の三角軍事同盟
の新たな発展段階ともいえる昨年の3者
の行動がこれを如実に表しているだろう。

表では『迎撃のためのミサイル配備』と
しながら、裏ではアメリカ発の『侵略の
ための戦略武器』を大々的に国内に放り
込み、それをひとたびの戦争に匹敵する
戦力を動員しながら演習でもって消費す
る。『斬首作戦』の再開、『平壌占領作
戦』の開始、自衛隊の演習参加、三角軍
事同盟はもはや『アメリカの核の傘』に
守られる戦略ではなく、アメリカの『一
国主義』を貫く装置として作動している
のだ。

朝鮮の自主を貫くためには『一国主
義』の打開が必須。しかしその『一国主
義』政策は新たな段階で、朝鮮の目の前
を舞台としながら発展していっている。
このような矛盾に満ちた歴史的転換の瞬
間こそが2022年の朝鮮半島であった。

◇核武力法制化にいたった経緯

朝鮮での核武力法制化がなされた。そ
の内容を見てみると、その任務は第一に
戦争抑止、平和安定守護にある。
朝鮮が明示した「核ドクトリン（核抑止
の3大条件（3C））」は①意思伝達(Comm
unication)②能力(Capability)③信頼性
(Credibility)から成る。要は、核保有
国同士の話し合いによって、戦争を抑止
し、平和安定の守護に努めることに力を
注ぐということである。



2023年２月号【2】 情勢

◇2023年と朝鮮

さて、2023年に朝鮮は何をするのか。
今年は祖国解放戦争勝利70周年、共和国
創建75周年を迎える「偉大な転換の年、
変革の年」。
まずは、経済発展の問題。全般的なレ

ベルの構築、経済の要となるエネルギー
資源の確保、インフラの整備など、立ち
遅れた部門のボトムアップをすることと
なる。プラスこれまでの発展段階に応じ
た新たな取り組みに乗り出すであろう。
とりわけ、国防科学発展及び武器シス

テム開発5カ年計画（今年は3年目）の最
重要課題の一つである（通信傍受様能を
含む）偵察衛星の完成のために尽力する
とある。衛星打上が成功すると太平洋上
の反朝鮮軍事情報をリアルタイムで掌握
できるようになる。この国防攻策の成功
は、過程をみると真理性と生命力がある
と断定できるだろう。
しかし、西側のメディアは国民の福利

と経済を犠牲にして人権を抑圧する「常
軌を逸した専制国家」と大々的に喧伝し
ているし、これからもするだろう。

2023年を「変曲点」（歴史の転換）と
するというものが朝鮮政策のキモである。
23年の朝鮮半島情勢は厳しく険しいもの
となろう。北南関係の冷え込み（全面対
決の様相）、経済建設もいまだ自力によ
る発展にしか期待できない。
しかし、この状況を転換させるための

一手を打った朝鮮の道は『前進』しかな
い。この道の果ては自主でありその自主
を享受するものは朝鮮人民であり、在日
同胞でもある。
青商会も地に足をつけ、同胞たちと子

どもたちの安全を守り、先駆者として汗
をかいていこう。

（中央青商会）

これによる抑止力が働かなくなった場合
がありうる。（今はまさにその状況であ
る）その場合、第二の使命が別のものに
なる。すなわち、戦術核による先制攻撃
能力。自主のためならば、戦争も辞さな
い。これまで朝鮮半島での戦争を想定し
てきた米国とその追随勢力にとって、こ
れはとてつもない抑止力となりうる。も
ちろん対朝鮮侵路の長年の脅威を根源か
ら除去する真の抑止力を備えるために越
えなければならないハードル、これから
立ちはだかる障壁も少なくはないだろう。

しかし、刮目すべきは朝鮮が202２年
末に『戦争状況を終わらせる』一手を刺
した、ということだ。

2017年11月、ICBM試射の成功を持って
戦争状況は『強制終了』されるものと見
た朝鮮は、2018年以降米国・南との対話
の場に躍り出ることにある。そうせざる
をえない状況を作ったのである。（1995
年を考えると奇跡であろう）
しかし、これをもってしても三角軍事

同盟の新段階を迎えることで朝鮮を抑え
られると敵対勢力は打算している。（そ
れが今の現情勢を作っている）
その状況を打破するための楔となった

ことは間違いないだろう。



2023年２月号【3】 青商会活動を紹介



2023年２月号【4】 朝青コーナー

今月号も必見！朝青紹介コーナー！
朝青から青商会へ、未来へのバトン繋いでいきましょう！



2023年２月号【5】 宣伝
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